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Link

Core Knowledge

論文試験突破の鍵

［コアノート］掲載の知識で予備 試験論文答案が書ける！
［予備試験論文過去問 答案例］

問題を解決するために欠
くことのできない知識は、
コアノートから導くことが
できます。

予備試験論文過去問答案例のPOINT

フルカラーを採用 答案内で色分けを施し、答案がどのような構成でできているかを一目で把握することができます。

 「コア」知識を使いこなす
合格答案を作成するためには「コア」知識を丸暗記するのではなく、理解をして問題に応じて使えるようになる必要があ
ります。したがって、答案例をもとに、コアノート掲載の知識が答案ではどのように使われているのかを分析することで使
いこなし方を修得していきます。未知の問題にも対応できる応用力を養成していきます。

LEC専任講師が監修
答案の作成にはLEC専任講師が携わり、実際の合格者レベルを踏まえて、実践的に時間内に書き上げることができる内
容になっております。

この他にも、各問題に応じて、現
場思考で考えるべき内容は青色
など、適宜マークを施しています。

【条文の文言】
条文の文言は緑色でマーク。

【コア知識】
コアノート掲載のコア知識該当
部分は、黄色でマーク。

【問題文掲載の事実】
問題文に掲載されている事実は、
実線で表示。

【事実に対する評価】
問題文に掲載されている事実を
評価した部分を、点線で表示。

※教材はサンプルです。
実際の教材とはデザイン・仕様が
一部異なる場合がございます。

『論文合格講座』で使用する教材です。論文合格講座では、予備試験の論文
全過去問と旧司法試験過去問を中心に扱い、問題文の読み方、論点の抽出
の仕方などの実践的な解法スキルを身に付けていただきます。
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［コアノート］掲載の知識で予備 試験論文答案が書ける！
［コアノート］

コア重点学習
LECの革新的新プログラム

コアノートのPOINT

 『コアノート』は
論証集ではない！

『コアノート』は、丸暗記に頼ることなく、『コア』知識を問題に応じて”使いこなす”ことができる応用力を付けるためのツール
です。予備試験では、同じ論点でも、詳細に厚く論じるのか、短く簡潔に論じるのかを問題ごとに判断し、答案に反映させな
ければなりません。限られた時間内で答案を書ききるための戦略的な側面もあります。その問題を解決する視点で知識を
使えるようになることが、まさに法曹の役割だと言えます。

LEC専任講師が作成
『コアノート』の作成にはLEC専任講師が携わっており、試験傾向や出題趣旨を踏まえて、法改正情報や最新判例も、本当

に学習すべき内容も絞り込んでおります。

重点事項を集約
『コアノート』には試験対策上、重点的に学習すべき事項だけを集約しています。講義後は、コアノートの該当箇所を自身

で復習することで、効果的な復習が可能となっています。

強調箇所を優先に 初学者の段階は、まずは解説部分の太字で強調された箇所を優先的に学習してください。

まず最優先でおさえるべき特に
重要なワードは太字で示してい
ます。論文答案で書けるようにな
るべき事項を一目で把握できる
ようにしています。【重要度】

コア知識の中でも、優先的に覚え
るべき事項を★で表しています。

試験対策上、重要な箇所だけを
ピックアップ。

【判例情報】
受験生がおさえるべき重要判例
の情報を掲載。セブンサミットの
索引から該当判例の詳細を確認
できます。

【通し番号】
確認テスト、答案例に掲載の番号
とリンクしております。教材間のリ
ンク学習を効率的に行える工夫
を施しています

問 解説

復習時は、左側の『問』から右側の
『解説』が自力で導くことができ
るかどうかを繰り返すことで、着
実にコア知識を修得していきま
す。コアテストでは、3つの形式で
コア知識の理解をチェックしてい
きます。

※教材はサンプルです。
実際の教材とはデザイン・仕様が
一部異なる場合がございます。

セブンサミットテキストから「コア」知識を抽出して集約したエッセンス集です。
平成23（2011）年以降の予備試験論文過去問の合格答案に必要な知識は

［コアノート］に！


